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レーニンとゴエルロ・プラン
小 野 堅
，刀【eHHH　H　rlJlaH　roε）JIPO
OHO　KaTaCH
　　B　1920　ro双y，　B　Tfi＞Keπbl薮　nep｝loA　B　｝KH3HH　MonoAoPt　C◎BeTcKo負　PoccHH　6bm　pa3pa60　ra瓶
H汀aH　FO∂」1PO，　e丑翼麗bl藍　rocyAapcTBeHy｛bl藍　xo3flPtcTBeHHbl藍　nnaH，　pacqレ！Ta｝至HI）爵　Ha　RepcneK－
T｝至By　B　10－15　」IeT．　B　pa3pa60rKe　Hπa｝｛a　yqac．rBoBユAo　MHoPo　yqeHblx　M　cfieUHaJIHc’roB，　KoTo－
pblM難pyl〈oBoJIKfl　r．ハA．正〈P＞KM＞KaHoBcK躍藍．　OH　nx田eT　TaK　B　cBo3藍pa60Te，　HocBヨH其eHHo益35－neTHIo
nAaHa　rO∂」玉PO．‘‘B　qeM　3ユK刀K）914みocb　cyu工ecrBo　il・laHa　rO∈）∫｝F）O？∂To　6bin誠eH翼HcKH営nnaH
co3丑aH期MaTepllaπbHoth　oc｝沿Bbl　coコHa離3Ma　B　Haurelvl　cTpユHe　Ha　6a3∋ee∂汀eKTpHΦHKa躍H，
　　　　　　り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リnepBbll・I　rocYAapcTBeHHbllJI簸epcrleKT耳BH～II’I　nnaH　BつccTaHOB71eHIIA　Ia　courlamicTI・lqecKoH　peKoH－
cTpyKrllma　Haf）o双Horo　xo3月負cTBa　CoBeTclくo益PoccHH　Ha　Bコc田e負　Texヨ｝玉qecKo艶ocHoBe．”（no双一
gePKHyn　　　OHO）．
　　B躍03簸　cTaTbe　paccMaTpHBIK）Tcπ凝eHHHcK鷺e　H汲∈x　Ho　∂。πεKTpHΦHKaμHH　B　KepKoA双ooK－
TH6pbcKH益1・！noc丑eoKT兄6pbcKH薩　va　Kx　oτpa》1くeHI厘e　B　final－le　rO3fiPO．
　　Bpe3ynbTaTe　HpKBoAHTcH　c汀e双yK）環H益Bb亙Bo八：
　　Bo－HepBb蒙x，　B　uepexo双e　cna60pa3BvaToti　cT茎）aHbl　K　co：．1・lane3My　ocHoBHb1MH　3a八aqaMH黛B涯H－
IoTcA　collHaJmcTHqecKafl　HHIiYCT茎）vaaA｝13auvas　H　coqManxcTxgecl〈oe　flpeo6pa30Bamae　cenbcKoPo
xo3頒cTBa．∬xfi　gToro　Heo6xoムxMo　co3ノ聰TI）Ma’eeplianbHo－TexHligecl〈ylo　6a3y．　B　CoBeTcl〈oB
Poccl櫃　9みeKTpMΦHKaL菰e蕗　cTpaHbl　6bma　I＜oHKpe須H3aLH只　sToPo　o6叫ero　Ho汎o＞1くeHHπ．　Ha
ocHoBe　9πeKTpHΦHKaH貰盟Mox〈Ho　6b研o　ycT∂1－loBuTb　KPyr田y｝o　MalllM｝IHyio　npoMblH班eH｝｛ocrb，　il
9諏eKlp班ΦHKauHH　cTpユHbl　co3Aa顕a　ycJroBHfi双nA　rlepexo江a　Meπ正）Koro　H　o　rcTanoro　cenbcl〈oro
　　　　り
xo3fiucTBユKcoユ賛a諺HcTHqecKoMy．
　　Bo－BTopblx，　Kc　ropHKo－KOHKP　）TI｛aπ　06cTaH・）BKa　B　CoBeTcKo営　Poc（nH　npH江a諏a　nAaHy　sneK－
TpH（pzl〈arllaH　cne双yloulHe　oco6e｝工三〇cTva．　a）Bycno3H只x　Boe慕Horo　I〈oMMYHM3Ma　nJ1a玉｛FO∂ハPO
Hr・pan　E｝3＞K王｛ylo　ponb　B　yK1）en護e壬｛H難　colo3ユ　ρε60qero　Knacca　I・I　KpecTb月HcTBa．　6）　npoUecc
Bbmonl｛eHHH　nnaHユ　cny＞KHπ1｛y．qbTypHoth　peBo丑louHe薩　〇二〇6eHHo　B　双epeBHe．
　HaKoHeu，　nAaH　FO3刀PO　HMeeT　B3＞1くHoe　3Ha騒eHHe　IくaK　HepcneKTHBHbl薮　xo3舶cTBeヨHb磁
nπaH．1’lnaH　rO∂刀PO　　　3Td　Haqano　rlepcrleKT蕪BHoro　nnaHHpoBaHlifl　B　coBeTcKoM　Hapo双HoM
　　　　　り
XO3別｛CTBe．
　TaKHM　o6pa30M，　R菰aH　rO∂刀PO，　pa3pa60TaHHb磁　no双　HenOcPe，IZCTBe｝IHblM　pYI〈oBoAcTBoM
JIeHHHa，｝1MeeT　Ba》KHoe　3HaqeH’，　He　CVOhbKO　XO3fiilCTBeHHoe，　nOJ環THqeCKOe　H　COIIIIaJlbHOe，
HO　H　KyAbTyPHog．
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1
　1920年12月22－29日モスクワでひらかれた，第8回全ロシア・ソヴエト大会へのロシア電化国
家委員会（ゴエルm）の報告，『nシア・ソヴエト連邦社会主義共和国電化計園』1）が，のちに，
最大の肯定的形容詞をともなってソヴエト経済史に不動の位置を占めた通称ゴXルロ・プランの
全貌であった。
　プランは，向う10－15年の長期経済計画で，電化事業をその中心においたものだったが，それ
は，ひとり国の電化計画にとどまらず，電化を基礎に，国内戦・軍事干渉でいちじるしく崩壊し
た国民経済の復興・進展を計り，社会主義建設の物質的・鼓術的基礎を確立せんとする全国家的
経済プランであった。
　第8回全ロシア・ソヴエト大会でレーニンは，「共産主義とは，ソヴエト権カプラス全国の電
化である」2）とのべ，ゴエルロ・プランを「第2の党綱領」3）であると唱った。
　第8圏全ロシア・ソヴエト大会のまえに本として出版され，同大会に資料として配られた，質
と量において膨大なこのプランは，1920年2月の全ロシア中央執行委員会の決定に従って発足し
同年春から活動を開始したロシア電化国家委員会（ゴエルm）が，170名以上とも，あるいは200
名以上ともいわれる学者，専門家の参加をえて作成した「科学的研究」4）の「総括」5こであった。
　この計画書の前半にはつぎのような項目で一般的概括が与えられている。A）電化と国家経済
画，B）電化と燃料供給，　C）電化と水力，　D）電化と農業，　E）電化と運輸，　F）電化と工業。
後半に，各地区別（たとえば，北部地区，中央工業地区，南部地区など）の電化の基本案が示さ
れている。
　この膨大なプランのなかの異体的な数字を，1955年に35周年記念として出版された『ゴエル9
・プラン』第2版　　1920年の複刻といえる一に付せられている編集論文『偉大な経済計画』6）
のなかでのプラン概説から引いて紹介すると大体つぎのようである。
　ゴエルロ・プラン実施のために向う10－15年間の総支出は170億ルーブザ）で，大規模工業，運
輸の発展に圧倒的部分があてられ，電力建設部門には12億ルーブリの支出が算定されている。s）主
要工業生産物の生産は，ゴエルロ・プランの課題として，銑鉄820万トン（1920年には11万6000
トンー以下括弧内の数字は1920年のもの），鋼鉄650万トン（19万40GOトン），鉄鉱石i960万ト
ン（16万4000トン），石炭6230万トン　（860万トン），石油（ガス含まず）1180万一1640万トン
（380万トン），泥炭1640万トン（140万トン），セメント775万トン　（3万6000トン），レンガ100
億箇（2億箇），紙68万850Gトン（3万トン）。9）プランでは，とくに重工業部門をもっとも成長
させようとし，冶金工業生産高を1913年水準に対して97％増，化学工業一一150％増，建設材料
一
158％増となっており，一方せんい・食品工業も10年間で，戦前水準の47－48％増加が計画
されている。1°）このプランでは，20の火力発電所（総出力111万kw）と10の水力発電所（64万kw）
の設立（《B》プvグラム）が計爾されている。この計IIのほかにプランはいわゆる《A》プロ
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グラムなるものをもっていた。それによれぼ，レニングラド，モスクワ区，ドンバス，ウラルそ
の他の現存の発電所の統合などによる，もっとも経済的・合理的な利周を目的とするものであっ
た。11＞また，運輸の部門においても，1913年に比べて，se－10096f？物輸送を増大し，広汎な鉄道
の新建設と主要幹線の電化が計画されている♂2’農業においても農業の機械化と電化の課題が打
ちだされ，農業のたちおくれを一掃する方策が建てられている。13＞
　ゴエルロ・プランはこのように電化を中心にした国民経済全般の復興・再編成の一大プランで
あったが，このプランが作成された1920年という時期は，国内戦争と外国の軍事干渉（終焉に近
づいていたが最終的終結には至っていなかった）による国民経済の極度の崩壊の時期であった。
そのことは，前記工業生産の数字にも反映されているが，別の資料によっても，たとえば，1920
年の工業生産物は1913年水準の14．5％，そのうち大規模工業のそれは13．1％（機械製作，金属加
工では，わずかに13年水準の7．5％，銑鉄生産ではわずかに2．7％）1’1＞といずれもいちじるしく低
落していることがわかる。また，戦時共産主義体制下での食糧徴発のもとで農村の状態はきわめ
て困難を呈していた時期であった。クロンシ。，タットの反乱を機に，「食糧税」への切り替えを
もって，ネップへ劇的な政策転換が行われたのは翌1921年の春であったという事情からもそのこ
とは明らかである。
　このような困難な時期に，遠大な電化計画を大々的に打出し，機会あるごとに電化の意義をレ
ーニンが高嘱したのであるから，1920年10月，クレムリンにレーニンを訪ねたH・G・ウエルズ
は，「クレムリンの夢想家」ES）とレーニンを呼んだし，また，当時，このプランの非現実性を疑
わなかったものは，　3肥KTplゆHK｝妖田，　electrification（電化）ではなく，371eKTpoΦ｝IK諏q，
electric－fiction（電虚）であるls）と郷撤した。
　ところが，この「フィクション」は，実際には，予定期間内に当初の目標をオーバーして達成
されたのである。工業生産の戦前水準は1930年には実現し，1934年までに地区発電所の出力は
366万6000kwで，これは，ゴエルロ・プラン予定電力の約2倍であり，電力にかんする《A》フ゜
ログラムはすでに1926年に，《B》プログラムも1930年に遂行されている。1935年のソ連邦の電
力総生産は1913年の13．5倍，1921年の52倍増という規模に達している。工業，農業の総生産高に
占める工業生産高の比率は19i3年の42．1％に比して，1935年には78．7％となり，大規模工業の総
生産高は1913年の110億ルーブリが1935年には，621億ルーブリ　（1926／27年価格）に達してお
り，工業大国に生まれ変ったのである。17）
　国内主要経済地区には多数の発電所が建設され，かつて闇に閉ざされていた農村には，「自然
でない光」18）が提供され，農村においても社会主義建設の物質的・鼓術的基礎が確立する土台が
できていった。ゴエルロ・プランは社会主義のもとでの最初の大きな経済計爾として，のちの第
1次，第2次5力年計画のなかで実を結んだのである。ゴエルn・プランは，その大きな経済計
画としての意義と同時に，政治的。祉会的にも大きな意義をもっていた（それについては，また
あとでふれる）。
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　この膨大なゴヱルロ・プラン作成の責任者であるゴエルmの議長は，『労働者階級解放闘争同
盟』時代以来のレーニンの友であり，のちにゴスプランの議長をもつとめたエネルギー論専門家
の学者ゲ・エム・クルジジャノフスキー（1872－1959）19）であった。
　クルジジャノフスキーは，前述のゴエルロ・プラン35周年記念出版物『ゴエルロ・プラン』
（1955年）の巻頭に一文を寄せ，そのなかで，ゴエルm・プランの本体は一体何にあったのか？
と問を設け，自らつぎのごとくそれに答えている。「それは，電化を基礎に我国に社会主義の物
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
質的基礎を創設するというレーニンの計画であり，最高の技術的基礎の上にソヴエト・Uシアの
国民経済を復興し，社会主義を再編成するという最初の国家的将来計llであった」2°）（傍点　　小
野）。
　以下，この小論は，レー一・＝ンの電化の思想をあとづけ，21）それが，ゴエルm。プランにどのよ
うに反映されたかを検討し，それらをとおして，ゴエルロ・プランの性格および意義を明確化す
ることを目的とする。ゴエルP・プランの成立過程はそれ自体としてまた，詳しく別に論ぜられ
なければならない。
1）HnaH　rO∂JIPO。　M．，　Poc∬ofl・nT｝13AaT，1955．に収められているものを利用した。それlcよると1920
　　年に出たものはつぎのようになっている。PCΦCP　HaygHo－Texmffqec－iva　oT，IEe．ll　Bblcxu．CoB．　Hap．
　　Xo3舶cTBa．　nnAH　3nEKTPMOPX｝くALエHH　P．　C．Φ．　C．　P，　Aoi〈na！l　8－My　C’e3Ay　CoBeToB
　　rocyAapcTBe｝王Ho最　KoMHcclma　no　∂誠eKTpHΦHKa環｛H　Pocc｝iH．1”ocy，qapcTBeH　IOe　TexHuqecKoe
　　lxl3AaTenbcTBo，　M．，　1920．
2）B．M．　JleHHH．　YloA｝1．　co6p．　cou．，　T．42，　cTp．159（coll．　T．31，　cTp．484．）括弧内は全集4版の巻数
　　ページ数である（以下同じ）。邦訳は，大月書店版ゼレーニン全集』を利屠した。以下邦訳の頁は霜略。
　　　このレーニンの有名な言葉は「第8回全ロシア・ソヴェト大会報告プラン』　（1920年12月13～22日1ご
　　執筆）のなかで，「電化＋ソヴェト権力鴇共産主義」（nonH．　co6p．　cou．，　T．42，　cTp．381．）として記
　　されている。同じプランには，また「共産主義＝ソヴェト機構十電化」（TaM｝Ke，　CTP．380．）という
　　形でも書ぎ表わされている。また，同年12月に書かれた『電化に関する覚書』（TaM　z〈e，　CTP．227．）
　　にも「共産主義＝ソヴェト権力＋電化」の式がみえる。
3）　B．レ1．neHHH．　f玉onH．　co6P。　coq．，　T．42，　cTp．　157　（T．31，　cTp．482）．
4）B．レ王．JleHiaH．　rlofiH．　co6p．，　T．42，　cTp．341（T．32，　cTp．　116）．
5）TaM＞1〈e．
6）　CM．　r三JlaH　FO∂npo．　cTp．　11－28．
7）総額170億ルーブリのうち110億ルーブリは金なり輸出でまかない，不足額60億ルーブリは長期公債か利
　　権で埋める考えであった。（CM．　B．　M．　JleHHH．　noxH．　co6p．　coq．，　tr．43，　cTp．173（T．　32．　cTp．285）．）
8）　CM．　flJlaH　rOD”PO，　CTP．17．
9）CM、　TaM＞Ke．
10）CM．　TaM）Ke，　CTP．18．
11）CM．　TaM｝Ke，　cTp．19．
12）CM．　TaM》Ke．
13）CM．　TaM　M〈e，　cTp，18．
14）　CM．「L　B．＞1〈H6apeB．　1／IHAycTpHanM3alll・lfi　CCCP　　　　　BeJIHKI｛員　fioJIBI・lr　coBeTcKoro　HapoAa．
　　PI3双一cTBo瓢ry，1969，　cTp．23，27．
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15）　CM．レ至HcTHTyT　Mapl〈cl｛3Ma－neHI・IHII3Ma　rrpll　UK　KHCC．　BocnoMmHamwt　o　B，　H．　JleHHRe，　T，5，
　　CTP．307－310．レー＝ンとウエルズの会見は有名だが，ドラプキナの作晶に，もその模様が描かれてい
　　る。　CM．　E．頻．　Apa6KHHa．3｝玉h｛H麟ilepeBafi．《｝｛oBbl鼓MliP》1968，　N蔓10，1邦訳，イエ・ヤ・ドラ
　　プキナ著，山村房次訳『冬の綜』，薪臼本新書，1970，428－445ページ。
16）CM．　B．　H．　Jle照H．1’lonH．　co6p．　coLI．，　T．42，　cTp．343（’r．　32，　cTp　118）．邦訳では3nel〈TpoOpxKIIIIn
　　を「電気作りごと」としているが，「電化」との対比で敢て「電虚」と訳しておく。M．　Dobb．　Sov量et
　　Economic　Development　Since　1917，3－rd　ed．　p．315．
17）CM。　fiflaH　rO∂APO．　cTp．22－27．「男1］表」参照。
別表　　ゴエルロ・プラン遂行状況（工業）
ヒ
日
重 標 単　　位
1913年に対する工
業総生産高比％
地区発電所出力
電　力　生　産
石 炭
石抽（ガス含まず）
泥 炭
鉄　　鉱　　石
銑 鉄
鋼 鉄
圧　　延　　材
％
10GOKW
100万KWH
100万トン
〃
〃
〃
〃
〃
〃
1913年
100．0
177
1945
29．1
9．2
1．7
9．2
1920年
13．75
255＊
500＊
8．6
3．8
L4
0．164
4．2 0．116
4．2 0．194
・．・「・．147
コエルロ
・プラン 1935年
1ゴェルロ・プラン
に対する1935年比％
180～200
1750
62．3
11．8～16．4
16．4
19．6
8．2
6。5
7，0
570．8
454e
26294
108．9
25．1
18．5
27．1
12．5
12．5
9．4
3．2～2．9倍
258．6
174．7
213～153
112．8
138．2
152．4
192．3
134．3
＊1921年
出所：HJIaH　ro∂nPO．　CTP．23．
18）　B．レ夏．」王eHHH。　RonH．　co6P．　coq．，　T．42，　cTp・　160　（T．31，　cTp・484）．
19）CM．∂HepreTylqecKHk　HHcTI・ITyT　AH　CCCP　II　UrAOPCC　CCCP．　TpyAsl　FO∂丑PO．　Co口31〈FII3，
　　M．，1960，cTp．259－262．にクルジジャノフスキーの紹介がある。
20）　BnaH　rO∂JIPO，　cTp．6．
21）荊掲のTpyAbl　rogJIPOにゴェルロに関するレーニンの資料がかなり詳しく出ているが，筆老は揮レ
　　ーニン全集』の4版，5版を申心にしてみた。
2
　レーニンは10月革命前に，その著作ですでに電化の意義と役割についてふれている。
　たとえば，『ロシアにおける資本主義の発達』　（1896－1899年に執筆）のなかで，フ゜ラウその
他農業機械への電力の利用が，かなりめ経費節約をもたらすという事実をレーニンは知っていた
し，2L））r農業における資本主義』　（1899年執筆）のなかにもつぎのような叙述がみられる。　「農業
への機械の応用，蒸気の応用がはじめられ，急速に発展しはじめた。また電気の応用もはじまっ
ているが，これは一専門家が指摘しているように一一この生産部門では蒸気よりも大きな役割
を演ずるにちがいない。」23）1901年に書かれた『農業問題と「マルクス批判家」』のなかでは，農業
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における電気の役割を大きくみた諸家の著述に厨をむけ，経費の面でも，効率の面でも電気エネ
ルギーを農業に導入することの優位をのべ，「農業への電気工学の導入が大規模生産のどんなに
巨大な勝利を意味する」かはあまりにも明白であること，　2’t＞また，電気エネル＝F’　一一を遠隔の地に
送ることの可能性が，運輸のいちじるしい発達とともに，都市と農村の差を少なくし，電気エネ
ルギーを獲得するための滝，運河，河想の利用が，「工業の分散」に新しい刺戟をあたえること
を推湖している。2°「）1914年に『プロレタールスカヤ・プラウダ』第19号に発表された『年4000ル
ー プリと6晴間労働』では，先進国アメリカにおける機械動力の大きさについてふれている箇所
で，つぎのように電力の力の大きさに目をみはっている。「アメリカでは加工工業でも機械の動
力は，全部で1800万蒸気馬力と算定されている。しかもそれと同時に，全水力資源の調査は，
1912年3月14日の報告によれば，アメリカが水力を動力に変えることによって，さらに一挙に
6000万馬力を得ることができることをしめしたのである／」ea）と，また，1916年に書いた『資本
主義の最高段階としての帝国主義』　（帝国主義論）でも，「鼓術の最新の成果にとって，19世紀
末から20世紀初めにかけての資本主義にとって，もっとも典型的な産業」である「電気塵業」を
とりあげ，2大先進国ドイツとアメリカのこの産業部門での集積を検討し，両国の電気トラスト
の世界支配と世界分割の実体を示している。27）
　以上のように，レーニンは10月革命前に，電気エネルギーのもつ経済的・技術的面での先進的
意味と，したがって，電化が生産力発展，国畏経済再編成の観点から工業，運輸，農業の部門で
大きな役割を果すことを知っていた。
　ただしかし，ここで注意しなければならないことは，レーニンが1913年に書いた『鼓術の一大
進歩』という論文のなかで，イギリスの化学者ラムゼイの発見した炭鉱ガス化は従来の石炭エネ
ルギーを2倍も多く利用しうるだけでなく，そのことから更に，エネルギーを電気に変えること
になれば，経費も従来のものに比べて減り，人間労働も簾約され，家庭での光熱費も安くなる等
の工業上の大変革をもたらすこと必定である点を指摘しながらも，レーニンは「現代資本主義制
度のもとでの社会生活全体にとって，この変革のおよぼす諸結果は，その発見が社会主義のもと
で呼びおこすそれとは，まったくちがったものであるだろう」とのべ，資塞主義のもとでは，こ
れらの鼓術的変革は，ヂ勤労者を賃金奴隷郷に運命づける社会的諸条件を臼ごとにますます」成
長さすものだという洞察を行っている，点である。28）鮭会主義のもとではじめて，鼓術が，真に
人闘解放と結びつき，入間生活に寄与するであろうという考えをレーニンは強調している。レー
ニンの鼓術革新に対するこの思想は今日的意義をもって生きているといわなければならない。
22）CM，　B，レL　Z［eHHH．　rloJIH．　co6p．　cびL，　T．3，　cTp．218～219（T．3，　cTp，187－188）．
23）　B．レ1．」王eHPII｛，　r五〇JI！｛．　co5P．　co㌦L，　T．4，　cTp．　104　（T．4，　cTp．98）．
24）　CM．　B，　X．　JleHHH．　nom｛．　co6P．　cot｛．，　T．5，　cTP．　139　（T，5，　cTI）．　127）．
25）　CM．　TaM　》Ke，　cTp．151　（cTp．　138）．
26）B．レ｛．JleH｝IH．　r亙oJIH．　co6p．　coq．，　T，24，　cTp。272（L　20，　cTp．52）．
27）　CM．　B．レ玉．　Jle磁！H．　r’loilH．　co6p，　coVI．，　T．27，　cTp．366－370（T．22，　c　gp．233－238）．
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28）　CM．　B．レ！．　Jle｝夏Hヨ．　f王oLIH．　co5P．　co・L，　T．23，　cTp．93－95　（T．19，　cTp．41－42）．
3
　10月革命後，1917年12月に入民委員会議は亜大橡式会社『1886年電灯会社』の電力設備とすべ
ての発電所の国有化にかんする布告を採択している。レーニンは，人民委員会議議長としてその
布告に暑名している。E9＞このことは，革命直後，ソヴエト政権が打出した，経済の「管制高地」
掌握の一環として，銀行国有化につづき，はやく電力関係をも確保せんとする方策のあらわれで
あり，電力生産が圏民経済復興に大きな意義をもつとの考えによるものであった。se）
　しかし，出力において小さく，活動においてばらばらであり，設備も古いこれら現存の発電所
の国有化だけでは不十分であった。レーニンは，早くも1917年12月15Uに，ア・ヴェ・ヴィンテ
ルを呼び，モスクワ郊外シャトゥラの泥炭による火力発電所の設計案を検討し，すぐその建設に
とりかからせている。31）またゲ・オ。グラフチオは1918年1月という困難な時期に，レーニンが
ヴォルホフの水力発電所建設を考えたことに驚嘆している。32）グラフチオにはすでに1911年にヴ
ォルホフ水力発電所設計をツァー政府に提出したのだが，ツァー政府はそれを実現するカをそな
えていなかった，という経験がある。レーニンはヴォルホフ発電所の建設案をいち早く人民委員
会議に提出したかったのだ，とグラフチオは回想記に記している。33）1918年の3月，レーニンは，
『ペトログラドとモスクワの工業の電化にかんする覚え書』を書いている。それは，最高園民経
済会議（BCHX）の電気工学部会と最高国民経済会議の経済政策部会の合同会議の席上メモし
たもので，それによると，ヴォルホフ河に6万馬力の発電所，マーラヤ・イマトラ爆布に愚力
100万馬力の発電所の建設が予定されている♂D同年4月22日に，人民委員会議は，最高国民経済
会議のエネルギー部会主任ぺ・ゲ。スミドヴィッチから同趣旨の内容の報告をきき，ぺトログラ
ドとモスクワの電力確保の間題を検討している。3」〉　　　　　　　　　　　’
　この時期にレーニンは『科学鼓術の計画の下書き』　（1918年4月18－25臼執筆）を書き，科学
アカデミーにたいして最高国民経済会議は「mシアの産業を再組織しロシアを経済的に高揚させ
る計画をできるだけすみやかに作成するため専門家からなる一連の委員会」をつくることをただ
ちに委嘱しなければならないとし，その計爾のなかに，「工業と運輸を電化し，農業へ電気を応
用することに特別の注意をはらうこと。燃料の採取と輸送にたいする最小の支出で電気エネルギ
ー をえるために，下等な燃料（泥炭，下等石炭）を利用すること」が含まれるべきことを強調し
ている♂の『下書き』にみられるレーニンのこの考えは，のちのゴエルロ剣設に直結する輿体的構
想の出発点となったという意味で重要である。
　国内戦と外国軍事干渉によるソヴエト新政権にとってもっとも困難な2年間（1918－1919）に
も電化方策はつづけられた。一連の工業地区で電化にかんする地方の委員会が創設された。たと
えば，ペトログラドでは新しい電力3500KWHをえている。”’oこれは些細な数字ではあるが「電
化の分野における実践活動のはじまり鯉としての意義は大きいといわなければならない。
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　1919年12月にクルジジャノフスキーがレーニンを訪ね，mシア中央諸県での泥炭採掘の発展に
より，ペトmグラド，モスクワ，その他都市での燃料危機を緩和することができるという燃料バ
ランスにおける泥炭の意義と，新しく泥炭を基礎に発電所がつくれるという電力調達面での泥炭
の役割について報告している。クルジジャノフスキーが退去して数時間後に，レーニンはクルジ
ジャノフスキーに手紙を送っている。39）それによると，泥炭に関する先刻の報告を論文にまとめ
出版物にし問題提起をなすべきこと，そのさい「泥炭の埋蔵量は数10億トンであることについ
　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　
て。／その燃料価値。／その産地　　モスクワ付近，モスクワ地方。／ピーテル付近一一なるだけくわ
しく。／その採掘の容易なこと（石炭，頁岩，その他にくらべて）。／現地の労働者と農民の労働を
つかうこと（手はじめとしては一昼夜に3時間ずつでもよい）。／これこそこんにちの発電所のも
とで何倍もの電化をおこなう基盤であるということについて。／これこそ，工業の復興の，／一社
会主義的な労働の組織（農業＋工業）の／　　燃料危機からの脱出　（われわれは，運輸用に何百
万立方の木材を解放するだろう）のもっとも手早い，もっとも確かな基盤だ。／…（後略）」【°）
　1920年1月23日に執筆，レーニンがクルジジャノフスキーに送ったつぎの手紙は，電化プラン
に対するレーニンの基塞的姿勢を示すものとしてそのもつ意味は大きい。全文をここに引いてみ
る。
　「ゲ・エム！
　論文を受けとって，一読した。
　すばらしい。
　このようなのがいくつか必要だ。そうなれば，小冊子として出すことにしよう。われわれに不
足しているのは，まさに進取の気性に富む，あるいは「推測のきく」専門家だ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　
　（1）さしあたり注をとりのぞくなり，短くするなりすべきだ。新聞としては，注が多すぎる（あ
す，編集者と話してみる）。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　（2肢術的な計画（これは，もちろん，多年の仕事であって，火急な仕事ではない）でなく，政
　　　　　　　　　　　コ　　　
治的あるいは国家的な計画，すなわち課題を，プロレタリアートに付けくわえることはできない
だろうか？
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　たとえば10年（5年？）内に20－30（3e－SO？）の発電所を建設し，半経400ヴェルスタ（あ
るいは200ヴュルスタ　　それほど強力なものでなければ）おきに泥炭なり水なり頁岩なり石炭
なり石油なりをつかうセンターを国全体に点在させる（これはロシア全土を大ざっぱにとってみ
ての話だが）。いますぐ必要な機械や雛型の購入をはじめよう。10年（20年？）41＞後には，われわ
れはPシアを「電気の国」にするだろう，といった。
　君がこのような「計爾」くりかえしていうが，鼓術的な計爾でなく，国家的な計画の草案を出
すことができるだろうとおもっている。
　仕事に取りかかれば，10－20年のうちに，工業のロシアをも，農業のロシアをも，ロシア金土
　　　　　　　
を電気のロシアにすることができるだろう，というはっきりした，明るい（基本的にはまったく
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　　　　　　　コ
科学的な）展望で大衆の心をひきつけるために，明瞭に，わかりやすく，いますぐ，このような
計颪案をあたえるべきだ。われわれは，なにほどかの（何千あるいは何百万馬力またはキロワッ
トか，だれもわかるものでないが）機械の奴隷その他を手にいれよう。
　それ以外になお，センターと勢力圏つきのロシアの概略地図をつくってもらうわけにはいかな
いだろうか？それともまだそれは不可能だろうか？
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くりかえして書うが，10－20年を目安にした偉大な綱領で，労働者と自覚した農民との大衆の
心をひきつけるべきだ。
　　電話で話そう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レー一　＝ン
　ニ伸。クラシンの話では，鉄道の電化はわが国にとっては不可能だということだ。そうだろう
か？もし，そうだとしても，5－10年後にはあるいは可能になるだろうか？あるいはウクライナ
では可能だろうか？
　地図をつけた，あるいは発電所の概略の一覧表（その数）をつけた，全国土のエネルギーを集
中することができる展望をつけた発電所網の「国家計画」について特別な論文を書くべきではあ
るまいか？
　この手紙を読んだら，どうぞ，電話をかけてくれたまえ。話をしよう。」2＞
　この手紙で，われわれは電化プランに対するレーニンの基本的態度を知ることができるが，と
くにレーニンが電化プランをたんに技術的なものとしてではなく，政治的。国家的計画として打
出すことにより，戦争と国内戦・外国軍事干渉によって打ちひしがれた大衆の心をつかみ，将来
へ明るく眼をひらかせようとした点は重要である。それは政治家レーニンの資質の大きさを示す
ものといえよう。1918年3月，新首都モスクワへの車中でしたためたといわれる，レーニンの論
文『現在の主要な課題』［3にみえるあの政治家レーニンの気慨とこれは共通である。
29）CM，刀しF．＞KHMepHH．　nn〈）：sneKTpntPl・IKaHHfi　Bce臼cTpaHbl．　Ixl3AaTenbcTBo　E）1〈oHoMplKa，　M．，19
　　69，CTP．13．
30）他の大規模な諸企業と同様，電力関係も1918年6月28日の大企業国有化布告｝こよって，資本金100万ル
　　ーブル以上の発電所，電気関係の製品を生産している会社，工場，またケーブル関係工場が国有化され
　　た。PevaeHI・lfl　napTI（1・I　H　fipaBIITeflbcTBa　ffo　xo3fliacTBeHHblM　Borrp。caM，　tr．1．　HonHTI（3AaT，　M．，
　　1967，CTP．97参照。
31）CM．　．［［．　F．　＞KI・IMepl・IH，　TaM｝Ke，　cTp．14．ヴィンテルはその後もレーニンと何回か会っているが，シ
　　ャ1・ウラ開発にレーニンがいかに積極的であったかをのちに回想して記している。CM．BocnOMMHaimfi
　　oB．　H．」王eHHHe，　T．3，　cTp．238－240．
32）　CM．　TaM　＞Ke，　cTp．　169－170．
33）　Cl1．　TaM　｝Ke．
34）CM．　B．　E・1．　JleH｝IH．1’loJIH．　co6p．　coq．，　T．36，　cTp．542，635－636．
35）CM．鳳，　r。＞KHMepi・m，　TaM＞Ke，　cTp．13；　∂1〈oHoMHtlecl〈afi　H〈H3Hb　CCCP．　XpoHliKa　co6blTI．lil　H
　　ΦalくToB　1917－1959．　roc．　Hayg．1・1311．《C∂》，　M．，1961，　cTp．23．
36）CM．　B．レ1．　JleH｝iH．　rloπ王1．　co6p．　coil．，　T．36，　cTp。228－231（T．27，　cTp．288）．
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37）CM．．III．　F．）KffMepllH，　TaM｝1〈e，　cTp．16．
38）　TaM　＞Ke．
39）CM，　BocKoMuHaHpm　o　B．　H．　JIeHI｛He，　T。4，　cTp．38－39；刀〔．　F．＞KIIMepl・！M，　TaM＞Ke，　cTp．16－17．
40）　B．P正．　JleHPfH．　1’lonH，　co6P．　co　［1．，　T．5工，　cTp．　105　（T．35，　cTp．366－367）．
4D　10年，20年の期間の問題は，『大阪毎日薪聞』『東京巳臼薪聞』の記者布施氏との会見のなかではっき
　　りとのべている。CM．　B．M．　JleHHH．1’lonH．　co6p．　cou．，　T．41，　cTp，132－133；｝O．　B．BocKpecei｛cK｝iit．
　　nepexo双　KoMMyH駁cTHqecKo益　napTvava　K　ocyEizecTBneHl｛lo　noJI販？肇KH　coqvaamdcT？iqecKoil　liHJEYC－
　　　Tplianl｛3allHli　CCCP．1／13五．　MFy，1969，　cTp．63；　rl．　B．＞Ke｛6apeB．1・i［HkycTpliaAla’3au？ifl　CCCP
　　　BeJIHK琵益　rrollBlif’coBeTcKoro　｝lapoAa，　cTp．　31．
42）B．M．」王eHH｝i．1”loAH．　co6P．　cぴ｛．，　T．40，　cTp．62－－63（T．35，　cTp．370－37／）．
43）CM．　B．1／L　J｝eHHH．　Romi．　co6p．　coq．，　T．36，　cTp．78－82（T．27，　cTp．133－137）．
4
　1920年2月2日に行われた。第7次全ロシア申央執行委員会第1会期での全ロシア中央執行委
員会および人民委員会議の活動についての報告のなかで，レーニンは，mシアの電化間題をとり
あげ，電化の計画案作成を提案している決議を最高国民経済会議と農業人民委員部で通過させる
べく，また中央執行委畏会がそのことを承認するよう求めている。レー＝ンは，クルジジャノフ
スキーの『mシア電化の毯本的任務』なる小冊子が出版されていることを伝え，それが，いろい
ろの問題提起をしていることにふれ，「これらの問題の宣伝一実際の適用でなく宣伝～は，
いまもっとも重要な任務の一つになっている」’4’ことを強調している。また，新しい技術的基盤
としての電気の意義をのべ，その基盤の上に，　「すべてを建設しなければならない」’”’〉ことを開
らかにし，そのために10－20年の期間を必要とするが，このさいまず農民に，ヂ都甫と農村を結
びつける電化を基礎とした工業の組織」が「都市と農村の不和をなくし」「農村を文化的に向上
させ」農村における「後進性，無知，貧困，病気，野蛮を克服」することが可能だろうというこ
とを農民にしめさなければならない，と力説している♂6）
　レーニンはユ年後のユ921年春に「食糧徴発」を「食糧税」に切替え，薪経済政策への移行を計
ったが，すでに，20年のこの時期に，戦時共産主義下の矛盾からの出口を求めていたことが明ら
かである。電化は機械制工業生産の鼓術的基盤の確立という後進国の社会主義工業化にとっての
一般的命題をおさえながら，一方ここでみられるように，レーニンは，労農同盟にとって，ひと
つの大きな鑓の役割をこの電化にもおわせたのである。ソヴエト・ロシアの歴史的条件のなかで，
きわめて政治的・社会的意義をプランがもつという性格をレーニンはプランに与えたのである。
　上記レーニンの提案により，巾央執行委員会は，工業，農業，運輸にとって電化が第一義的意
義をもつことが強調された決議を採択し，最高国民経済会議と農業人民委員部，通信人民委員部
に園家発電所網建設プラン作成を委託した♂7）
　1920年2月21日，中央執行委員会の決議を遂行するため，最高国民経済会議幹部会は，電気部
の下につくられた電化委員会を確認し，4s）3月に，人民委員会議はロシア電化国家委員会（ゴエ
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ルロ）を正式に発足させている♂9）
　当時レーニンは，イギリスの新聞『デイリー・エクスプレス』特派員の質悶にたいするEil；答（
2月18日執筆）のなかで，国内戦と軍事干渉によって荒廃した蟹の経済復興に金力を注ぐととも
に，多数の学者，鼓術家の援助によって，金ロシア電化計爾を作成していることを伝え，「この
計画は，長い年月を予定したものです。電化はロシアを生まれかわらせるでしょう。ソヴエト制
度を越礎とする電化はわが屡［における共産主義の基礎，搾取者のいない，資本家，地主，商人の
いない文化生活の基礎の最後的勝利をつくりだすでしょう」S°）とのべている。はやくもここで，
のちに，第8回全ロシア・ソヴエト大会でのレーニンの有名な「共塵主義，それはソヴエト政権
プラス全国の電化である」という言葉の内容が明らかにされている。
　レーニンは，2月25Bの県羅民教育部校外教育課主任第3囲全ロシア会議での演説で，中央執
行委員会の採択した竃化についての決議に注目するよう呼びかけ，とくに，労鋤者国家に徴集さ
れた穀物の代償としての工業製品に対する農民の要求をみたすためには，何よりも経済復興が肝
腎であるが，そのばあい，古い経済的，技術的基礎ではそれは不可能であり，新しい基礎の発児
が必要であること，その新しい墓礎こそが電化計画であることを強調し，この計爾を推進する過
程で，文化・鼓衝教育の水準を高めて行こうとの意図を明らかにしている。S’）
　また『カザック勤労者第1團全ロシア大会での報告』のなかでも，数年間にロシァが電線網で
おおわれ，「全ロシアが，古いやり方でではなく，新しいやり方で復興されj」2）ドイツの文化に
達することの可能性を電化計画が与えることを示して，この事業が1年や2年でなしとげられる
ものでないことを認め「文化的工業」　（電化）の完全な勝利には10年以上の期聞を要するであろ
う，とのべている。fi3）ロシア共産党（ボ）第9回大会でも，この計画にもとずく経済復興という
闘争は，戦闘のおこなわれる戦線におけるよりいっそう困難であることを訴えている。S4）
　のちにレ’一ニンは『青年同盗の任務』のなかで，共産主義社会建設にとって工業と農業の復興
が第一であり，そのためにはf電力に立輝する現代の技術的基礎のうえに」たたなければならな
いことを強調している。そのばあい，「電化には文盲の人は役にたたないし，また読み書きがで
きるだけでもまだたりない」「電力とはなにかということを理解するだけではたりない。工業に
も農業にも，さらに工業や農業の個々の部分にも，電化を技術的に応用する方法を知らなければ
ならない」「それを自分でまなびとらなければならない。これを勤労青年層全体に教えこまなけ
ればならない。これこそ，すべての自覚した共産主義者の当面の任務」であると強調し，「現代
の教養を基礎としてはじめて共産主義をつくりだすことができる」と主張している。5J「）
　このことは，「労働者統制」をすすめるなかでも，「協同組合化」をひろげるなかでもレーニ
ンが一貫して打出した労働者，農災の教育文化水準の向上の志向と一致している。ソヴエト・m
シァにおける「文化革命」は，社会主義建設のための諸方策，なかんずく，経済政策と蓑裏をな
しているのを知ることができる。
　1920年3月29日から4月5Hにモスクワで第9回ロシア共産党（ボ）大会がひらかれた。この
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大会の中心討議のひとつは，経済的破壊を解消し，経済的復興の方途を明確化し，社会主義の経
済的基礎をつくりだすことを目的とする国民経済発展の単一プランの作成であった。そのなかで
とくに電化の問題が注目された。
　大会決議には広汎な電力利用を技術的側面の重点としなければならないとし，そのばあい全般
的経済プラン実施のつぎのような主要段階が相応するとのべられている。
　「1．国民経済電化プランの作成および電化の最小限プログラムの実行，すなわち，電力供給の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
主要拠点の選別，そのための現存の発電所，また建設中の第1次・地区幹線の一部の利用。
　2．第1次・主要地区発電所，主要送電線の建設，それに相応した電気工学設備のための工場の
活動範囲の拡張。
　3．第2次・地区発電所の建設，電力網の一層の拡大，最重要生産工程の徹底的電化。
　4．工業，運輸，農業の電化…」「J6）
　このように，1920年の春には，全国家的規模の電化路線が党の方針としても確立するのである。
　ゴエルn・プラン作成のために，クルジジャノフスキーを中心に約200名の学者，専門家が動
員されたことはすでにまえにのべたが，この人たちの活動を保障するために特別の援助が与えら
れた。たとえば，レーニンは，1920年3月19日にペトログラドの北部地区国民経済会議議長イ・
ぺ・コトリヤコフに電報を送り，ゴエルnのペトログラド・グループが必要とする資材，配給命
令書を至急入乎できるよう援助すべきことを提唱している評）また，ペトログラド食糧管理部長
のア・イェ・バタエフにも，ゴエルm・ペトログラド・グループに食糧の特別配給を行うよう要
請している。s8）これは，戦時共産主義体制下で食糧の切符配給制が厳守さるべきもとでの特剛の
計らいであった。
　1920年12月22日から29日にひらかれた第8回全mシア・ソヴエト大会に，重要な議題としてゴ
エルロの作成したmシア電化プランが提出された。この大会に提出すべく準備されたゴエルn・
プランの正式の名称は「ロシア・ソヴエト連邦社会主義共和国電化計爾。第8回ソヴエト大会へ
のnシア電化国家委員会報告』で，数百ページに及ぶものであった。ゴエルロ議長のクルジジャ
ノフスキーが報告を行い，大会は，ゴエルロの提出したロシア電化プランを「偉大な経済的薪事
業の第一歩」と評価し，ゴエルロの活動に賛同し，この計画の作成完了の確認を金ロシア中央執
行委員会，人民委員会議，労鋤国防会議，最高国民経済会議幹部会，その他人民委員部に委託す
るよう決定した。そしてこの計爾の都市・農村での広汎な宣伝活動と教育活動を展開し，電化計
画実現のため最大の努力を払らうことが決議された。59）
　レーニンはこの大会の報告のなかで，とくにゴエルロの電化プランにふれ，ゴエルロ・プラン
は「全国民経済を再建し，それを現代技術へ瑚達させるための活動計画」s°｝として「第2の党綱
領」51）であり，「電化計画なしには」「実際の建設にうつることができない」32’ことを強調してい
る。ただこのプランは「最初の接近として採択されただけの計画案押で「不変のもの」ではな
く「日ごとに，どの仕事場でも，どの郷でも，改正され，練りなおされ，完壁にされ，変形され
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るje”t）ものとして考えている。このプランは「すくなくとも10年を予定し，そして共産主義に必
要な真の経済的基盤のうえにどうやってロシアをうつすかを明示する偉大な経済計画として，全
Uシアのまえに現われてくる最初の素描として」°の必要なものである，と嘱っている。「スハレ
フカ」的なものに代表される資本主義要素を一掃し，mシアに資本主義を復活させない一つの手
段が電化であり，そして，圏土が電化されるとき，工業，農業，運輸が現代的大工業の技術的土
台のうえにすえられるとき，そのときはじめて，最後の勝利をおさめるであろう，66）と電化の基
ホ的理念をここでも明示している。
　つづいて，レーニンは，このプラン実施が同時に農村の啓蒙を意図していること，いいかえれ
ば，電化の実施のためには大衆の文化的水準の向上が必要であることを強調している。「いまわ
れわれは，われわれの建設した一つ一つの発電所が現実に啓蒙の支柱になり，それがいわば電気
による大衆教育にあたるようにしなければならない」」7）とする決意は，前記『青年同盟の任務』
での考えと一致する。
　レーニンはこの報告をつぎの言葉で結んでいる。「一つ一つの工場，一つ一つの発電所を啓蒙
の根源地にしなければならない。そしてロシアが発電所と強力な鼓術的設備の細かい網の目でお
おわれるならば，われわれの共産主義的経済建設は，未来の社会主義的なヨーVッパとアジアの
模範となるであろう。」5S）
　第8回ソヴエト大会に至る時期の多くの発言のなかで，レーニンは電化問題にふれ，電化の役
割を明らかにしている。また，大会以後も，電化プランの実施にかけるレーニンの期待は非常に
大きく，やはり，機会あるごとに，ソヴエト・ロシアの電化計颪についてふれ，ゴエルロ・プラ
ンの意義とその実銭を主張している。紙幅の関係上，それらについて詳述できないが，たとえば，
ロシァ共産党（ボ）第10園党大会での『割当徴発を現物税に代えることについての報告』のなか
では，小農業を大規模機械化し，社会主義農業を打建てるためには，とくに小農民の心理と習慣
のすべてをつくりかえ，農業における社会主義を確立するためには，国土電化が必要であること
を強調しているし，鋤また，『小冊子r食糧税について」のプラン』および，『食糧税について』
のなかでは，もし電化されなければ，小農耕者の個人主義と地方的取引における自由な商業が，
資本主義への復帰をもたらすことになり，社会主義への移行の重要な条件のひとつに電化がある，
とのべている。7°）
　また，1921年2月にレーニンは，『単一の経済計画について』を書いて，ゴエルロ。プランの
総括を行い，同プランを，　「すべての基本的な問題についての専門家の正確な見積り」τ1）がある
罫科学的研究」72＞であり，しかも，「国家的課題をあたえ数百人の専門家を動員し科学的に樹て
られた単一の経済計露」79であると評価している。レーニンはこの「最初」の計画を「実際の経
験のおしえるところの注意深い研究をもとにして，補足し，いっそう発展させ，訂正すること」74）
の必要を力説し，これと反対の立場をとる，共産主義者，行政宮との闘争を宣言している。ゴエ
ルロ・プランの生みの親でありこれを立派に育てんとする空論家でないレーニンの姿勢を読むご
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とができる。
　この論文をレーニンはつぎのような文章で結んでいる。「われわれはロシアを説得した。われ
われはロシアを搾取者の手から勤労者の手にうばいとった。われわれは搾取者を鎮圧した。いま
やわれわれは，ロシアを統治することをまなばなければならない。そのためには，われわれは謙
虚さを，「科学鼓術の専門家」の実務的活動にたいする尊敬を，まなびとらなければならない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
そのためには，われわれの数多い実践的誤りを実務的に，注意ぶかく分析し，それを徐々に，だ
が着実に訂正することができるようにしなければならない。インテリゲンツィア的・官僚主義的
なうぬぼれをなるべくなくし，中央と地方でのわれわれの実際の経験がしめしているもの，科学
がすでにわれわれにあたえているものの研究を，なるべく多くしたまえ。j7S）
44）B．H。　JleHHH．1’lonH．　co6p．　cog．，　T．40，　cTp．108（T．30，　cTp。310）。
45）TaM》Ke．46）CM．　B．　M．1’lefmH．1’loAH．　co6p．　cot！．，　T．40，　cTp．109（T．30，　cTp．311）．
47）　CM．　A．　P．＞Km・fepi｛H，　rlJHoc　∂JleKT茎）lillHlくalxlfll　Bce貢　cTpaHbl，　cTp．18－19．
48）　CIL　3KoHoimqeciくafi　｝KK3猛b　CCCP，　cTp．　56．
49）CM．双。　r．HくHMep田，TaM｝1〈e，　cTp．18－19．　1920年2月2蠣に最高国民経済会議幹部会は電気部の
　　もとに創設された電化委員会を確認し，つづいて，国防会議がゴエルロ条令を確認している。また，最
　　高国民経済会議には，農業人民委員部との合意のもとでゴエルロの構成人員の決定と確認が委任されて
　　いる。CM．　B．　M．　JleHvabi．　RonH．　co5p．　coq．，　T．42，　cTp．34G（T．32，　cTp．115）．
50）　B．レLJIe｝｛liil．”oJIH，　co6p．　co　’1．，　T．40，　cTp．148　（T．30，　cTp．343）．
51）Cl．｛．　TaM　》Ke，　cTp．163－164（cT　p．352）．
52）　Ta瀕　＞Ke，　cTp．186－187　（cTp．　373）．
53）　CN｛．7’aM　xKe，　cTp．187　（cTp。3737374）．
54）　CvL　TaM　｝Ke，　cTp．257　（cTp．43王）．
55）　CM．　B．レL，丁夏eHnH．1－loJIH．　co6p．　co’｛．，　T．41，　cTρ．307－308　（T．31，　cTp．264－265）．
56）腔HcT｝三ryT　Mapl〈CTki3Ma－uleH｝iHH3Ma　rl　1）　va艮K　KflCC．　KrlCC　B　pe30Lmolllifix　H　pellle｝IMfix　cse3AoB，
　　KofmΦepeH斑vai：I　I｛　nJleHyMoB　UK．1898－1970．　YI3A．　8－oe，　floll．　H　P王cnp．　T．2．　M．，　910JqnTli3双aT，
　　1970，CTP．　151－152．
57）　CM．　B．珂．　JleHHH．1－lonH．　co6p，　cotl．，　T．51，　cTp．　164．
58）　CM．　TaM　｝Ke，　cTp．198．
59）　CM．∂KoHo灘Kqecl〈afi｝KH3Hb　CCCP，　cTp．　68－69．
60）　B．レi。Jlei｛PiH．　f玉onH．　co6p．　cotl．，　T．42，　cTp．　157　T．31，　cTp．482．
61）TaM》Ke．
62）　TaM　｝Ke，　CTP．　483．
63）　TaM　》Ke，　cTp．158　（cTp．483）．
64）　TaM　》ice．
65）　TaM　＞Ke．
66）　TaM　｝Ke，　CTP．　159　（¢TP．484）．
67）　TaM　HKe，　cTρ．　160　　（cTp．　485）t
68）　TaM　｝Ke，　cTp．　161　（cTp．486）．
69）CM．　B．　H．　Jle｝獄鷺．　Ro．rrH．　co6p．　co・’9・．，　T．43，　cTp．60－61（T．32，　cT茎）．194）．
70）　CM．　TaM　xくe，　cTl）．222　（cTp．323）；c’rl），382　（cTp．302）．
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71）B．興．neHI・1｝｛．　Ro．rrH．　co6p．　coq．，　T．42，　cTp．341（T．32，　crp．116）．
72）TaM＞Ke．
73）TaM｝Ke，　c’rp．343（cTp．117）．
74）TaM＞1くe，　cTp。344（cTp．1王9）．
75）TaM｝Ke，　cTp．347（cTp．122）．
5
　以上レーニンの電化思想を10月革命前と革命後のレ・・一・；ンの著作をとおして跡づけ，同時に，
それがゴエルロ・プランにどのように反映されたかをみてきたのであるが，さいごに，電化とゴ
エルロ・プランの性格を総括してみると，大体つぎのようになるのではなかろうか。
　1）後進国が社会主義へ移行するための基本的課題として，社会主義工業化と農業の社会主義
化があるが，そのいずれのばあいにも，そのための物質的・技術的基礎の確立が必要である。ソ
ヴエト・ロシアのばあい，この一般的命題の具体化のひとつが電化であった。電化の基礎の上に
大規模機械制工業が確立し，社会主義建設が可能になった。電化は同時に農業においても祉会主
義化を促がす物質的・技術的条件をつくり出した。
　2）上記一般的命題の具体化としての電化プランは，1920年期のソヴエト・ロシアの置かれて
いた歴史的条件によって，さらにつぎのような意味を与えられた。第1に，電化プランは，戦時
共産主義下で労農同盟強化の横楳としての役割を果したこと。第2に，文化革命としての役割の
一端を電化プラン実施過程が担ったことである。
　3）　さいごに，電化を中心としたゴエルロ計爾が長期経済計爾としての意味を大きくもってい
たことである。ゴエルmがのちにゴスプランに発展解消するいきさつからもわかるように，ゴX
ルロ・プランは社会主義経済計画の端緒となった。
　レーニンの創意と思想によって生まれ，育ったゴエルU・プランは，そのプランのもっている
科学性の大きさと共に，このように経済的，政治的，社会的意義を，あわせて文化的意義をもっ
ているといわなければならない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1971．1．10）
追記。脱稿後，ゴエルロ・プラン50周年を記念して書かれたイ・グラトコフの論文『偉大な経済計頁蠣n
r．itamKoB．　Bemiimii　xo3頒cTBe｝班bIfhMaH．　Bofip3chl　sKoHOMifKH，1970，施12．ヴェ・ステルコフの
著作ゼヴェ・イ・レーニンと電化』B．　IO．　CTetll〈OB．　B．　M．　Jlei｛｝iH　II　snel〈TPy：opl・IKauレlfi・レ13驚cTBo
《HayKa》，逼．，1970．資料集『ゴエルv・レー一・＝ン・プラン50年』50．neT　LIel－IldiHcl〈oro　nnaHa　rOSnPO．
《∂HeP；II　fl　＞＞，　IM．，1970．が手許に届いた。
　また，最近，テ・レオンティェヴァのドキュメンタリ～小説『第2綱韻』T．K．　JleoliTbeBa．　BTopafl
nporpaMMa，《CoBeTcK｝湧micaTenb＞＞，　M．，1970．を入手して読んでいるが，これは電化をめぐる諸事
実とそこでの活動家たちの姿を鮮明に描き出しており，きわめて興味深いものである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1971．4．27）
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